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はじ めに 

当分科会で八雲風穴の調査研究に着手し てから 本年で 4 年目と なる。こ

の間に佐田町内の過去の風穴利用実態の把握や全国風穴サミ ッ ト への参

画、温風穴の新発見など、活動を通し て一定の成果が得ら れたも のと 考え

ている。  

今年度は長野県上田市で開催さ れた『 第 3 回の風穴サミ ッ ト 』 に招待を

頂き、 風穴に関わる他地区の人・ 団体と の交流や意見交換が実現し た。 こ

のサミ ッ ト への参加報告については嘉藤氏のレポート にお任せし 、今回は

過年度より 開始し ている温度計測の状況について報告し たいと 思う 。  

温度計測の状況 

八雲風穴の調査研究に着手し た当初から 自動記録式の温度計を使用し

て風穴内外の温度を 1 時間ピッ チで計測し 続けている。  

2015 年の 2 月に下図に示す八雲風穴の後背山腹斜面に温風穴（ 冬季に

暖気を吹き出す風穴） を発見し たが（ 昨年度の研究報告参照） 、 発見直後

に自動記録式の温度計を新たに準備・ 設置し て、温度計測を開始し ている。 

図-1 八雲風穴と 周辺の状況
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温度計設置位置 

各地点の温度計の設置位置の状況

を写真にて示す。

( 1) 周辺外気の温度（ 地点①）  

周辺の外気の温度は、 八雲風穴

傍にある管理棟の軒下に設置し た

温度計により 測定し ている。 右写

真のよう に、 雨風がし のげ、 外気

温の測定に適し ている。

( 2) 風穴内の温度（ 地点②、 地点③）  

八雲風穴内の温度は、風穴内で最も 温度が低い風穴の地下 3F（ 地点②）

と 、 貯蔵等に活用さ れている風穴建屋 B1（ 地点③） の 2 個所に温度計を

設置し 実施し ている。  

( 3) 温風穴の温度 

温風穴の温度は、 山腹斜面の石

と 石の隙間に設置し た温度計によ

り 測定し ている。 温度計は雨風が

当たら ないよう 、 なるべく 奥のほ

う と し て、 地面と 接地し ないよう

に吊るし て設置し た。  

以上の箇所の温度測定結果の一

部を示し たのが次頁の図-2 である。 

写真 2 地点②と 地点③の位置および風穴建屋地下 3F の設置箇所 
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写真 1 管理等屋根下（ 地点①）
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写真 3 温風穴の温度計設置箇所
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測定結果について 

温度データ は 1 時間ピッ チで記録し ているが、傾向を見やすく 図化する

ために日平均をと っ たのちに、5 日間移動平均を算出し たも のを採用し て

いる。また温風穴の温度の測定を開始し た 2015年2月以降を対象と し た。  

図-2 に示すよう に、 地点①が示す夏場の周辺外気が 20～25℃であるの

に対し 、 風穴内の地点②、 地点③の温度が 5～15℃程度であり 、 温度差が

非常に大きいこ と がわかる。地点③の温度は多少高めであるが、測定箇所

が風穴小屋の入口付近であるこ と や夏場は観光客が出入り するこ と も 多

いこ と から 、貯蔵庫内が冷え切ら ないためであると 思われる。それでも 真

夏の時期に 15℃程度を維持し ているので十分に涼し いと いえる。  

冬の時期には、 地点①が示す周辺外気が 0～10℃以下と なり 、 八雲風穴

内の温度（ 地点②、地点③） も 外気温と 同程度と なるのに対し 、温風穴（ 地

点④） では 10～15℃を保っ ているこ と がわかる。 なお、 こ の時期に雪が

降ると 温風穴の周り だけ雪が積も ら ないと いっ た現象も 観察するこ と が

できている。 2016 年 3 月に熱赤外線カ メ ラ で撮影も 行っ ているが、 本報

告はモノ ク ロのため、 割愛する。  

今回得ら れたこ れら の温度データ については、現在考察を進めていると

こ ろである。  
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